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【国際特許分類】
   Ｇ０４Ｂ  19/04     (2006.01)
   Ｇ０４Ｂ  19/02     (2006.01)
   Ｇ０１Ｄ  13/22     (2006.01)
   Ｇ０４Ｃ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０４Ｂ  19/04    　　　Ｚ
   Ｇ０４Ｂ  19/02    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｄ  13/22    １０１　
   Ｇ０４Ｃ   3/00    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成26年8月4日(2014.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　［第１の実施の形態］
　先ず、図１から図５を参照しつつ、本発明に係る指針式表示装置の第１の実施形態につ
いて説明する。
　図１は、本実施形態における指針式表示装置を適用した時計本体の外観を示す平面図で
あり、図２は、図１のII－II線に沿う断面図である。また、図３は、図２における右側部
分を拡大した要部拡大図であり、図４は、図２における中央部分を拡大した要部拡大図で
ある。また、図５は、図１のV－V線に沿う断面図である。
　図１、図２等で示す時計本体１００は、例えば中空の短柱形状に形成された外装ケース
（図示せず）内に収容されて腕時計等として用いられるものである。
　なお、以下では、本発明に係る指針式表示装置が、秒針、分針及び時針等といった複数
の針を備え、これらの針を電気的な駆動により回転させて時刻等の表示を行うアナログ式
の時計本体に適用される場合について説明するが、本発明を適用可能な実施形態がこれに
限定されるものではなく、指針を備える各種機器に適用することも可能である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　環状に形成された外周車と、
　前記外周車の環状中心に立設された軸部材と、
　一端が前記外周車に固定され他端が前記軸部材に係止され、少なくとも一部分が指針と
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して機能するブリッジ部材と、
　前記外周車を回転させることにより前記軸部材の軸心を中心として前記ブリッジ部材を
回転動作させる針回転機構と、
　を備えていることを特徴とする指針式表示装置。
【請求項２】
　前記ブリッジ部材には、電子部品が搭載されており、
　前記外周車及び前記軸部材のうち少なくともいずれか一方、及び前記ブリッジ部材には
、前記電子部品と電気的に導通可能な導通部が設けられていることを特徴とする請求項１
に記載の指針式表示装置。
【請求項３】
　前記ブリッジ部材には、電子部品が搭載されており、
　前記ブリッジ部材、前記外周車及び前記軸部材には、前記電子部品と電気的に導通可能
な導通部が設けられていることを特徴とする請求項１に記載の指針式表示装置。
【請求項４】
　前記ブリッジ部材は前記外周車に固定された一端の前記軸部材の軸方向高さが他端の前
記高さに対して低い位置にあることを特徴とする請求項１に記載の指針式表示装置。
【請求項５】
　前記外周車の浮き上がりを規制する浮き防止手段を備えていることを特徴とする請求項
１から請求項３のいずれか一項に記載の指針式表示装置。
【請求項６】
　前記軸部材は、固定的に設けられており、
　前記ブリッジ部材は、前記軸部材に対して回転可能に係止されていることを特徴とする
請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の指針式表示装置。
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